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・ 防砂堤法線平行方向に浮桟橋が配置されており、岸壁からのアクセスが容易。（ 利便性がよい）
・ 斜路を利用し、陸上に船舶を揚げた場合、陸上保管箇所への導線が直線であるため、利用しやす
い。
・ 防砂堤前面の土砂の浚渫が容易であり、維持管理が行いやすい。

・ 北西向きの風に対して船舶の動揺が軽減される。

・ 北西向きの風に対して、動揺が大きくなる可能性がある。

・ 防砂堤法線と直角に浮桟橋を配置しているため、浮桟橋を利用する際には、幅3ｍ程度の防砂堤を
歩いていかなければならない。特に夜間等の利用を考えると、安全面での対策が必要。
・ 斜路を利用し、船舶を揚陸した場合、陸上保管箇所への導線が直角に曲がっているため、利便性
や機動性に劣る。また、斜路の構造についても、船舶を転回させるだけの十分な面積が必要とな
る。
・ 静穏域を十分に活かした配置が難しい。
・ 防砂堤前面に浮桟橋があるため、土砂の浚渫が困難である。
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合計（ 隻） 62 137 199合計（ 隻） 71 128 199
3 0 33 0 3 13-14ｍ

0 0 0
3 0 3 12-13ｍ 3 0 3
0 0 0 11-12ｍ

18 12 30
16 0 16 10-11ｍ 16 0 16
23 7 30 9-10ｍ

0 39 39
0 20 20 8-9ｍ 0 20 20
0 39 39 7-8ｍ

22 7 29
0 59 59 6-7ｍ 0 59 59
26 3 29 6ｍ未満6ｍ未満
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案③： 係留隻数： 199隻　係留方向： 北西 案④： 係留隻数： 199隻　係留方向： 北東
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資料①

→前回の第3回専門分科会で案③の係留方向で配置計画を実施することが決定した。

※この資料は、係留隻数を検討するにあたり仮で作成した配置図です。
　航路の確保等現状を踏まえたＰＢの配置可能なエリアに配置した場合のイメージとなります。
　あくまでも、図面上で仮置きしたもので、この配置図は決定事項ではありません。 別紙
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